
平成™˜年�月™™日 水曜日 (号外第˜œš号)官 報
〇
内
閣
府
告
示
第
二
百
六
十
四
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五

条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
一
年
六
月
三
十

日
付
け
で
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お

り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

麻
生

太
郎

一

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

松
山
市

二

地
域
再
生
計
画
の
名
称

魅
力
と
活
力
あ
ふ
れ
る
産

業
・
経
済
の
振
興
と
物
語
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る

雇
用
創
造
〜
『
坂
の
上
の
雲
』
を
め
ざ
し
て
〜

三

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

松
山
市
の
全
域

四

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す

る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
定
め

る
支
援
措
置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本

方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。）
地
域
雇
用
創
造
推

進
事
業
（
三
の
六
）

〇
内
閣
府
告
示
第
二
百
六
十
五
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五

条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
一
年
六
月
三
十

日
付
け
で
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お

り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

麻
生

太
郎

一

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

宇
和
島
市

二

地
域
再
生
計
画
の
名
称

海
と
山
の
地
域
資
源
を
活

か
し
た
地
域
再
生
計
画

e

来
さ
い
や
宇
和
島
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
e

三

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

宇
和
島
市
の
全
域

四

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す

る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
定
め

る
支
援
措
置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本

方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。）
地
域
雇
用
創
造
推

進
事
業
（
三
の
六
）及
び
地
域
雇
用
創
造
実
現
事
業（
三

の
六
）

〇
内
閣
府
告
示
第
二
百
六
十
六
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五

条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
一
年
六
月
三
十

日
付
け
で
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お

り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

麻
生

太
郎

一

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

愛
媛
県
北
宇

和
郡
松
野
町

二

地
域
再
生
計
画
の
名
称

í
森
の
国
ì
の
産
業
お
こ

し

癒
し
と
賑
わ
い
に
よ
る
雇
用
創
造
計
画

三

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

愛
媛
県
北
宇
和
郡

松
野
町
の
全
域

四

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す

る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
定
め

る
支
援
措
置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本

方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。）
地
域
雇
用
創
造
推

進
事
業
（
三
の
六
）及
び
地
域
雇
用
創
造
実
現
事
業（
三

の
六
）

〇
内
閣
府
告
示
第
二
百
六
十
七
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五

条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
一
年
六
月
三
十

日
付
け
で
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お

り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

麻
生

太
郎

一

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

四
万
十
市

二

地
域
再
生
計
画
の
名
称

「
四
万
十
の
í
こ
だ
わ
り
ì

職
人
を
目
指
し
て
」

三

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

四
万
十
市
の
全
域

四

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す

る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
定
め

る
支
援
措
置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本

方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。）
地
域
雇
用
創
造
推

進
事
業
（
三
の
六
）

〇
内
閣
府
告
示
第
二
百
六
十
八
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五

条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
一
年
六
月
三
十

日
付
け
で
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お

り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

麻
生

太
郎

一

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

香
美
市

二

地
域
再
生
計
画
の
名
称

柚
子
香
る
里
か
ら
世
界

へ
！
香
美
市
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
計
画

三

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

香
美
市
の
全
域

四

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す

る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
定
め

る
支
援
措
置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本

方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。）
地
域
雇
用
創
造
推

進
事
業
（
三
の
六
）及
び
地
域
雇
用
創
造
実
現
事
業（
三

の
六
）

〇
内
閣
府
告
示
第
二
百
六
十
九
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五

条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
一
年
六
月
三
十

日
付
け
で
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お

り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

麻
生

太
郎

一

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

高
知
県
長
岡

郡
本
山
町

二

地
域
再
生
計
画
の
名
称

本
山
町
源
流
の
森
と
人
を

守
り
育
て
る
ま
ち
づ
く
り
計
画

三

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

高
知
県
長
岡
郡
本

山
町
の
全
域

四

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す

る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
定
め

る
支
援
措
置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本

方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。）
地
域
雇
用
創
造
推

進
事
業
（
三
の
六
）

〇
内
閣
府
告
示
第
二
百
七
十
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五

条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
一
年
六
月
三
十

日
付
け
で
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お

り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

麻
生

太
郎

一

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

高
知
県
高
岡

郡
檮
原
町

二

地
域
再
生
計
画
の
名
称

で
あ
い
（
交
流
）
か
ら
始

ま
る
地
域
産
業
育
成
に
よ
る
雇
用
創
造
計
画

三

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

高
知
県
高
岡
郡
檮

原
町
の
全
域

四

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す

る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
定
め

る
支
援
措
置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本

方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。）
地
域
雇
用
創
造
推

進
事
業
（
三
の
六
）及
び
地
域
雇
用
創
造
実
現
事
業（
三

の
六
）

〇
内
閣
府
告
示
第
二
百
七
十
一
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五

条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
一
年
六
月
三
十

日
付
け
で
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お

り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

麻
生

太
郎

一

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

福
岡
県
、
久

留
米
市
、
柳
川
市
、
八
女
市
、
筑
後
市
、
大
川
市
、
う

き
は
市
及
び
み
や
ま
市

二

地
域
再
生
計
画
の
名
称

田
舎
を
磨
け
！
九
州
ち
く

ご
雇
用
創
出
大
計
画

三

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

久
留
米
市
、
柳
川

市
、
八
女
市
、
筑
後
市
、
大
川
市
、
う
き
は
市
及
び
み

や
ま
市
の
全
域

四

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す

る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
定
め

る
支
援
措
置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本

方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。）
地
域
雇
用
創
造
推

進
事
業
（
三
の
六
）

〇
内
閣
府
告
示
第
二
百
七
十
二
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五

条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
一
年
六
月
三
十

日
付
け
で
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お

り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

麻
生

太
郎

一

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

佐
賀
県
西
松

浦
郡
有
田
町

二

地
域
再
生
計
画
の
名
称

伝
統
産
業
有
田
焼
と
有
田

の
食
づ
く
り
の
振
興
を
通
じ
た
雇
用
拡
大
計
画

三

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

佐
賀
県
西
松
浦
郡

有
田
町
の
全
域

四

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す

る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
定
め

る
支
援
措
置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本

方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。）
地
域
雇
用
創
造
推

進
事
業
（
三
の
六
）

〇
内
閣
府
告
示
第
二
百
七
十
三
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五

条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
一
年
六
月
三
十

日
付
け
で
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お

り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

麻
生

太
郎

一

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

長
崎
市
並
び

に
長
崎
県
西
彼
杵
郡
長
与
町
及
び
時
津
町

二

地
域
再
生
計
画
の
名
称

も
の
づ
く
り
・
観
光
・
福

祉
・
情
報
関
連
分
野
を
活
か
し
た
長
崎
地
域
の
雇
用
創

出
計
画

三

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

長
崎
市
並
び
に
長

崎
県
西
彼
杵
郡
長
与
町
及
び
時
津
町
の
全
域

四

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す

る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
定
め

る
支
援
措
置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本

方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。）
地
域
雇
用
創
造
推

進
事
業
（
三
の
六
）

〇
内
閣
府
告
示
第
二
百
七
十
四
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五

条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
一
年
六
月
三
十

日
付
け
で
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お

り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

麻
生

太
郎

一

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

都
城
市
及
び

宮
崎
県
北
諸
県
郡
三
股
町

二

地
域
再
生
計
画
の
名
称

「
地
域
資
源
を
活
か
し
た

í
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
都
市
ì
の
創
造
」
に
よ
る
地
域

再
生
計
画

š
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